
②記入例：「〇〇における〇〇〇〇〇〇〇
の解決（解消、向上、拡大／低減、縮小、
削減．．．）」や「〇〇における〇〇〇〇
〇〇〇の創出（創製、合成．．．）」など

③の戦略のURLについては、本資料「参
考１」に記載。

＊先導研究プログラムでは、エネル
ギー・環境問題の解決や、新産業の創出
を目指していることから、既存の国の戦
略・ビジョン等に該当しなくても、この
趣旨に該当するものであれば、RFIを提
出していただくことは可能です。また、
これ以外の国の戦略・ビジョンも記載い
ただいてかまいません。



④－１～３については、今回の情報提供が、ハイリスク・ハ
イリターンでチャレンジングなものであることを、できるだ
け簡潔・具体的に、記載してください。
記載にあたっては、問題を解決するためにどのような革新

的な技術を創出するのか（手段）を論理的に、また、提案す
る解決手段の妥当性も含めて記載してください。
＊妥当性については、技術シーズの根拠となるような実績・
基礎研究の成果をもっての提案であることもわかるように、
例えば、「この技術シーズは○○論文で2020年に発表したも
のであり、基礎研究を○年継続してきて基礎データは蓄積さ
れている」のように、具体的に記載してください。）

⑤については、情報提供いただく先導研究が成功裏に本格
的な研究開発へ発展し、最終的な開発成果が得られた場合
に、どのように政策課題の解決に貢献し、社会に還元され
るのかを、社会実装のイメージや産業へ及ぼすインパクト
等を示して簡潔・具体的に記述してください。
技術的に達成される仕様（例えば、効率、寿命等）や、可
能であれば、その開発技術が最終的に実用化されたときに
想定される経済的効果、市場規模、省エネ効果、CO2削減効
果等を、競合技術に対する経済的優位性を示しつつ、記載
してください。
効果の算出にあたっては、入手できる定量的データ等の

根拠も合わせ記載してください。

＊インパクトの記載にあたっては、例えば「参考２」の考
え方もご参照ください。



⑥については、今回提供する研究開発の
現時点におけるTRL（技術成熟度レベ
ル）について、自己評価をし、上記より
選択してください。

※TRL:JAXAの基準をもとに、各種文献
を踏まえ作成



参考１ 国の戦略、ビジョンの例

・革新的環境イノベーション戦略（令和2年1月21日統合イノベーション戦略推進会議決定）
https://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihui048/siryo6-2.pdf

・2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略（令和3年6月18日関係府省）
https://www.meti.go.jp/press/2021/06/20210618005/20210618005-3.pdf

・産業技術ビジョン2020（令和2年5月29日経済産業省）
https://www.meti.go.jp/press/2020/05/20200529010/20200529010-2.pdf

・マテリアル革新力強化戦略（令和3年4月27日統合イノベーション戦略推進会議決定）
https://www8.cao.go.jp/cstp/material/honbun_gaiyo.pdf

・バイオ戦略2020（令和2年6月26日統合イノベーション戦略推進会議決定）
https://www8.cao.go.jp/cstp/bio/bio2020_honbun.pdf

・量子技術イノベーション戦略（令和2年1月21日統合イノベーション戦略推進会議）
https://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihui048/siryo4-2.pdf

・AI戦略2019（令和元年6月11日統合イノベーション戦略推進会議決定）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/ai_senryaku/pdf/aistratagy2019.pdf

・「安全・安心」の実現に向けた科学技術・イノベーションの方向性（令和2年1月21日統合イノベーション戦略推進会議）
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/anshin_anzen/pdf/anzen_2.pdf



◯実現しようとする製品・サービス名（競合技術をリプレイスする想定）

＊インパクトを説明するにあたっては、特に、ＣＯ２の排出削減に貢献する技術については、例えば以下のような記載方法
も参考にしてください（なお、経済性（CO2削減費用）については、記載がなくても差し支えありません。可能な範囲で
算出して下さい。）。

２０××年（適宜設定してください） ２０５０年
TRL
①単年度の普及見通し（単位）
②単価（円／単位）
③市場規模（円）（①×②）
④CO2排出原単位（キロCO2／単位）
⑤CO2排出量（キロCO2）（①×④）

◯競合技術（競合技術の名称： ）

◯CO2削減効果 ※概算普及開始時点からその時点までの累積普及数×（⑦－④）
・20××年時点： キロCO2
・2050年時点： キロCO2

参考２ 社会実装のイメージとインパクトについて

２０××年（適宜設定してください） ２０５０年
TRL
⑥単価（円／単位）
⑦CO2排出原単位（キロCO2／単位）
⑧CO2排出量（キロCO2）（①×④）

＊NEDOでは、「持続可能な社会の実現に向けた技術開発総合指針」において、様々な革新技術における「CO2 削減
ポテンシャル」と「CO2 削減コスト」を試算し公表しておりますので、必要に応じてご参照ください。

https://www.nedo.go.jp/library/tsc_future.html

本シートで算定した内容については、
Web入力情報⑤「社会実装のイメージ
とインパクト」又は「補足情報」とし
て使用してください。

◯経済性（CO2削減費用）※概算
（②－⑥）／（⑦－④）
・20××年時点： 円／キロCO2
・2050年時点： 円／キロCO2


